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2 県内の各地域から中学 3 年生の選手を選抜し, 中学野球の県内交流戦を開催するこ

とになった。 

ある町では町内に 2 つの中学校があり, 交流戦に向けて 3 年生の野球部員から選手

を選抜した。選手の選抜方法は以下の通りである。 

【選抜方法】 

① バッティングマシーンを用いて 20 回打席に立ち, ヒット性の当たりが何本あった

かを記録用紙に記録する。 

② 両中学校の野球部員の記録を合わせて, ヒット性の当たりが多い人を上から順に

並べて, 両監督の話し合いのもと 5～10 人程度の選手を選抜し, 交流戦運営委員会に

報告する。 

(1)  図 1 において, 12 本以上 14 本未満の階級の相対度数を四捨五入して小数第 2 位

まで求めよ。 

図 1, 図 2 は, 町内にある A 中学校と B 中学校の選抜結果をヒストグラムにまとめた

ものである。例えば, 図 1 において, A 中学校の野球部員のうちヒット性の当たりを打

った本数が 4 本以上 6 本未満の人数は 1 人であることを表している。 

図 1 図 2 
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(2)  以下の箱ひげ図のうち, A 中学校と B 中学校に対応するものを, それぞれア～カの

中から 1 つずつ選び記号で答えよ。 

ア 

(3)  【選抜方法】に従い, 両監督の話し合いのもと上位 8 人を代表選手に選ぶことに

した。この 8 人のうち, A 中学校の選手の記録の平均値が 16 本, B 中学校の選手の

記録の平均値が 15 本であるとき, 代表選手 8 人の記録の平均値は何本か。考え方

を説明し, 平均値を求めよ。 
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